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翻訳後記：

　皇南大塚については、文化財管理局文化財研究所

から南墳と北墳の各報告書が刊行されている。両報

告書とも各墳で出土した漆器の報告があり、また北

墳報告書ではそれに加えて漆器文様の考察論文が掲

載されている。その分類は本稿に反映されており、

漆器に関する部分のみ訳文を付記する。図について

は掲載しないので、原報告書で確認していただきた

い ( 公開先は末尾付記 )。

付 1：

『皇南大塚 南墳発掘調査報告書』

漆器

尹
ユン クンイル

根一 윤근일

( 文化財研究所学術研究官�)

2) 漆器

　漆器は主槨上東南隅、収槨部木蓋下の南便、収蔵

部内という複数箇所から出土したが、大部分は収蔵

部内から最も多く出土した。

a) 漆器小盌
わん

( 図版 236-1, 2、挿図 43)

　副葬品収蔵部内南便の青銅甑 (�内で重ねられたま

ま出土した。出土当時には良好な状態であったが、

その当時の漆器の保存処理は未熟であったため、破

損が深刻である。したがって略報の内容を引用する

ことにする。

　3 点は薄く削って網代文様に編んだ竹皮を心に

し、内面は朱色、外面は黒色に漆塗りした半球形

の盌
わん

で、低い高台の付いた平底であり、口縁下に 1

周の朱色線帯を巡らせたのが唯一の装飾である。 

[ 口径 10cm、高さ 5cm、底径 6cm]

　他の 3 点 ( 挿図 45,52) は大型の盌
わん

内に入ったま

ま出土した。大きさは若干小さいが、形態は大型と

小型が同一で、器表全面に朱色と黄色で施文されて

いる。口縁には 2 周の平行線帯内に 2 周の点入波

状文帯を描いており、底部の高台にも 1 周の朱線

帯を配置し、器表面には上 ･ 中 ･ 下 3 列で火炎文

式に表現した " 出 " 形と 6 ～ 8 個ずつの方点がある

珠文を挿入して連続的に描いている。3 点中 1 点に

� 所属と職位は報告書刊行当時。
� 報告書 p.116 青銅甑 ( 図版 230-1･2, 図面 7-- ② ) に

該当。
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身部に挟み付けることができるように端部を若干

削っている。底の外面には蓋と同じく四葉座文と連

珠文を施文している。[ 蓋口径：7.5cm、蓋厚：1.1cm、

杯高 5.5cm、杯一辺の長さ 4.8cm]

d) 銀製漆器装飾 ( 図版 235-3、図面 71)

　図面 71- ①②遺物は重なったまま西便銀製冠帽の

横から出土した。身部をなす木質は大部分腐食し、

形態を確実に知ることはできない。

　図面 71- ①は、厚さ 0.1cm の銀板を浅い半球形

に作り、周縁は折り返して覆輪 ( 折板覆輪 ) として

いる。片側に小孔を開けて環を通し、②の小穴に取

り付けたものとみられる。

　図面 71- ②は、幅 1.6cm の銀板を円形に作った後、

片側には　形に穿孔し、環を装着することができる

ようにしている。口唇は半円形に巻いた後、下端に

2.2cm 間隔で銀製釘を打ち、木製容器に結着したも

のとみられるが、釘は全て欠失している。図面 71-

①②は共にやや楕円形である。[ 図面 71- ①：最大

幅 14.8cm、高さ 1.6cm、重量 117.0g；図面 71- ②：

最大幅 15.8cm、高さ 4.0cm、重量 24.7g]

　図面 71- ④は復元図を挿入したが、実際の出土状

況は①が蓋の役割を果たしたものと推定される。

e) 漆器蓋の銀製装飾 ( 図版 235-3,4、図面 71- ③⑤

⑥⑦⑧ )

　いずれも漆器や木器の蓋の装飾で、各種容器類と

共に副葬品収蔵部内から出土した。

　図面 71- ③は幅 0.6cm の銀板を上段約 0.2cm は

内傾させて円形に作り、下段は銀製釘で木材に結着

させたが、釘は全てなくなって 1 箇所だけ残って

いる。図面 71- ④復元図と共に使用されたが、木器

口縁に使用されたかどうかは確実ではない。[ 口径

5.2cm、重量 3.3g]

　図面 71- ⑤は金製で、青銅甑に接して出土した。

金板を曲げ、断面を U 字形に作った後 ( 内面が若干

短い )、木器 ( 漆器 ) の口縁に被せて 4 箇所を金銅

釘で結着した。出土当時木質は大部分腐食し、破片

のみ内面に若干残っていた。[ 口径 10.4cm、高さ

1.2cm、重量 47.9g]

　図面 71- ⑥は金銅製で、これもまた青銅甑付近か

ら出土した。円形鐶
かん

を環状の釘にかけ、八葉形の文

様板を装着しているのが特異で、他の把手とは異な

り木材に結着する方法が釘形になっている。文様板

は底に朱色で「馬朗」という 2 字の銘文が記され

ている。[ 口径 9cm、高さ 4cm]

　残り 1 点 ( 挿図 51,53) は木心漆器で、盞形で

ある。内面は朱色、外面は黒色で、漆塗りした円

筒 形 は 厚 さ 0.1cm、 幅 1.0~1.2cm の 竹 4 枚 を 連

続して丸く曲げて付け、厚さ 0.5cm の円形木板

で底を作って挟んでいる。底の下は断面方形の円

形態のものを補っており、その内側に脚部を挟

み、また竹板で製作している。口縁に 2 周、底

部付近に 1 周の朱色線帯を巡らし、その内には

まるで筆に顔料をつけて散らしたような文様の点

列がびっしりと施文されている。しかし現在残っ

ているものは全て顔料が脱落して分からなくなっ

ている。[ 口径 8.3cm、底径 6.7cm、高さ 5.7cm]

b) 漆器盒 ( 挿図 46~50, 54,55)

　副葬品収蔵部内西南便から出土した。腐食と破損

がひどく、破片として回収され、復元した。低い高

台がある平底半球形の器身に半球形の蓋が被さる円

形盒と考えられる。

　杯の厚さ 0.5cm の厚い木心に内面は朱色、外面

は黒色で漆塗りされており、口縁下には幅 0.4cm

ほどの朱色線帯を巡らし、器表には様々な動物文様

を施文している。動物文の種類は、走駆する形態の

鹿と馬 (?)、飛翔直前の翼を広げた鳳凰、飛翔して

いる龍 (?) と外形が確実に分かるものが 4 個体分あ

る。

　蓋は半球形の身部にもまた文様を施文している

が、確認が不可能である。口縁は杯を覆うことがで

きるようにかえりが付いており、口唇は若干内弯し

ている。[ 盒総高 約 12cm、口径 12cm( 図面復元 )、

杯高 約 6.5cm( 図面復元 )]

c) 漆器小盒 ( 挿図 44,56)

　収蔵部内西南隅の青銅鼎上で出土した。他の漆器

とは異なる方形の盒で、略報には 2 点が出土した

と報告されているが、1 点は蓋で、別の 1 点は底部

片である。

　蓋は円形の木心で、断面で見ると浅い半球形を帯

びている。黒色の表面に、外縁は赤色、内面は黄色

をした四葉座文を施文し、葉の周囲に十字形の黄色

連珠文を施文している。

　身部は厚さ 0.1cm、幅 1.0~6cm の竹心 4 枚を接

合し、四角に曲げている。底は断面六角形の木心で、
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は八葉の花形で、周縁部と葉とを区分するように

列点文を入れ、それぞれの葉には直径 0.2cm の円

点文を施している。[ 総高 3.6cm、八葉形文様板の

幅 4.2cm、重量 13.3g]

　図面 71- ⑦⑧は鍍金銀製で、北便の銀製小盒上

で 1 点、南便の金製盌
わん

付近で 1 点が出土した。

　直径 2.6cm の円形鐶
かん

が三葉の心葉形地板に付き、

連結環が抜けないように直径 0.6cm の円板を挟ん

で仕上げている。現在木心は全く残っておらず形

態は不明であるが、厚さは約 1.0cm で、ほぼ扁平

な木板を身部に使用していたようだ。[ 図面 71- ⑦：

最大横幅 8.0cm、総高 4.1cm、重量 33.7g；図面

71- ⑧：最大横幅 7.9cm、総高 3.8cm、重量 26.9g]
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漆器

申
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5) 漆器

　大部分が木棺周辺に設けられた石段の東北便から

山になって集中的に出土した。

　大体 30 数個分になるものと見積もられるが、全

て腐食がひどく、出土当時、耳杯とみられる 4 ～ 5

個分、内部が 4 区画に分かれた方形鐉盒とみられ

るもの 2 ～ 3 個分、盞とみられるもの 4 ～ 5 個分

が確認されただけで、器形が分からないものが大部

分であった。

　器の心は全て木質で、木目が横に通った薄い木心

でできたものと薄く削った網代状に編んだ竹皮を心

にしたものが見られた ( 挿図 24)。

　すべての器の内外面に漆を塗っており、大部分の

内面は朱色、外面は黒色に漆塗りされ、器表面に朱

色と黄色で各種文様を描いており、これとは対照的

に朱色地に黒色で文様を描いたものも見られた ( 挿

図 25)。文様は各種の鳥獣が主文様に描かれており、

これと共に花文、草花文、唐草文など植物文と火焔

文、鋸歯文、格子線文、珠文等が互いに複合的に施

文されていた。

　文様に対する説明は別に詳細に説明されているの

で、重複をさけてここでは説明が不足している一部

遺物と器形をある程度推測することができる遺物を

中心に簡略に説明するにとどめる。

　図版 151-1 は耳杯とみられる木心漆器で、潰れた

状態であるため、正確な器形を知ることができない。

内面は朱色、外面は黒色に漆塗りし、器表面に文様

はみられない。口径 10cm 前後の小型容器である。

　図版 151-2 は器形が分からない口唇部破片で、内

外面が共に黒色に漆塗りされており文様はない。木

目が横になった薄い木心でできている。

　図版 151-3、4 は方形鐉盒の破片で、薄い木心

に内面は朱色、外面は黒色に漆塗りした。器内部

を四分割し、外縁と仕切りの高さが 2cm で、一辺

14cm 前後の長方形容器である ( 挿図 26)。

　図版 152-1 は耳杯形漆器の胴部破片で、黒色に漆

� 所属と職位は報告書刊行当時。


